
第２部会　第２回資料

総合計画原案に対する意見と対応案 政策5　地域活性化に関する政策

①具体的な取組として検討

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1
・福井市の強みの１つである活発に活動する公民館と自治会のこれからの連携などについ
て触れられていない

・地域活性化の推進には、地域課題に対して自治会と公民館が協力して取り組むこ
とは重要と考えている。
・地域コミュニティ機能保持・活性化については、個別の取組の中で検討していく
・また、政策16において「地域コミュニティ機能保持・活性化のため、地域コーディ
ネーターとして公民館運営が求められている」旨を記載している。

2 ・自治会未加入者に対する市の対応は。
・未加入者対応や運営上の課題に対する助言については、相談窓口の設置やガイ
ドブックの提供に加え、研修会の開催など、自治会運営に関する支援や助言を行っ
ていく。
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第２部会　第２回資料

総合計画原案に対する意見と対応案 政策６　共生・協働に関する政策

①原案に反映

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1⃣ 現状
・市民のボランティアの力を考えるとき、目的別だけではなく、地域の大切さをわかってもらえ
るようなことを入れると良いのではないか。

・現状の中の「～市民のボランティアの力を高め」を「～市民のボランティア活動への
参加を通じ、地域社会での絆を強め」に修正する。

2⃣
・デコ活や、フレイル、アンコンシャスバイアスなど、市民の方に理解していただくため、わかり
やすい言葉で表現をしたほうが良いのではないか。

・「アンコンシャス・バイアス」について、以下のように注釈を追加。
「過去の経験や、文化、教育、メディアなどの影響を受けて形成される、無意識のうち
に抱いてしまう思い込みや偏った考え方。」

②具体的な取組として検討

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1 ・なぜ福井が出生率が高いのかということを分析して、良い点を伸ばしてほしい。
・個別の取組のため総合計画への記載はしないが、合計特殊出生率の向上を図る
ため、安心して結婚、出産、子育てができる環境をつくり、県と連携してそれぞれの段
階に応じた切れ目のない支援に取り組んでいく。

2 ・多文化共生をすすめるにあたりJICA北陸と連携して何か一緒にやっていってはどうか。
・個別の取組のため総合計画への記載はしないが、現状でも福井市出身のJICA海
外協力隊について出発激励会等を実施しているほか、各所属等でも連携した事業
を行うなどしており、今後も継続し取り組んでいく。
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第２部会　第２回資料

総合計画原案に対する意見と対応案 政策７　福祉・健康に関する政策

①原案に反映

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1⃣ 政策
・日頃からの繋がりがあれば、健康も保てるし、福祉にお世話になるような状態にもなりにく
いようなこともあるかと思うため、繋がりというところを書き表してもらいたい

・具体的な内容を「共につながり支えあう地域共生社会の実現に向け」に追記修
正。

2⃣
・デコ活や、フレイル、アンコンシャスバイアスなど、市民の方に理解していただくため、わかり
やすい言葉で表現をしたほうが良いのではないか。

・「フレイル予防」について、以下のように注釈を追加。
「フレイルとは、高齢期に心身の活力（筋力、認知機能、社会のとのつながり）が衰え
た状態で、健常な状態と要介護状態の中間の状態を表す言葉であり、早期発見と
適切な介入により健康に戻ることができる可能性がある。」

②具体的な取組として検討

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1
・年を取ると大事なのは仲間づくりや、友達づくりが大事。市民の心と体の健康を守るとある
が心の健康について記載がほしい。

・心の健康づくりについては「第３次福井市健康増進計画」及び「自殺対策計画」
の個別計画の中で取組を進めている。
・社会参加等を通じた仲間づくり、友達づくりといった精神的な側面も十分考慮しな
がら、より具体的な取組は実施計画等で整理していく。

2
・介護人材に外国人を受け入れるにあたり、相互理解といった環境づくりが必要であり、行政
がその調整役になることが必要になってくるのではないか。

・高齢化が進展する中、介護サービス需要は増加すると考える。また、人口減少に伴
い、介護現場の労働力不足が懸念される。
・外国人を含めた介護人材の確保は重要であり、引き続き、国・県の動向を注視し、
実施計画の中で検討していく。

③その他（反映が困難であったもの）

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1
・交通の便が悪く高齢者にとっては病院に行くにも苦労があるため、地域差なく安心して住
める街となってほしい。

・政策1「公共交通に関する政策」において「誰もが行きたいところにスムーズに行
ける全域交通ネットワーク」について記載をしている。
・交通弱者の移動手段の確保については、実施計画の中で検討していく。
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第２部会　第２回資料

総合計画原案に対する意見と対応案 政策８　環境に関する政策

①原案に反映

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1⃣
・デコ活や、フレイル、アンコンシャスバイアスなど、市民の方に理解していただくため、わかり
やすい言葉で表現をしたほうが良いのではないか。

・「デコ活」について、以下のように注釈を追加。
「二酸化炭素を減らす(DE)脱炭素(Decarbonization)と、環境に良いエコ(Eco)
を含む"デコ"と活動・生活を組み合わせた言葉。脱炭素に向けた行動を促進し、豊
かな暮らしを創る国民運動の愛称。」

②具体的な取組として検討

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1
・ごみ処理の有料化について、総合計画に今すぐ載せて欲しいとは言わないが、将来の課題
として検討していってほしい。

・ごみ処理の有料化については、本市の廃棄物を取り巻く課題として認識しており、
市資源物及び廃棄物（ごみ）処理基本計画（後期版　令和6～10年度）において取
り組むこととしている。

2
・ごみの分別方法が転入者の判断基準となっている場合があるため、新クリーンセンターが
できた際の分別方法について明記したほうがいいのではないか。
・ごみ分別変更については、高齢者への周知にかなりの時間を要するのではないか。

・ごみ分別変更の周知は重要であると認識しており、今後、周知方法など個別の取
組の中で検討していく。

3
・高齢者は曜日毎にごみを出すことが困難であったり、介護を受けている方は、ごみの収集時
間とヘルパーの出勤時間が合わず、ごみが溜まってしまうため、戸別収集や助け合いの中で
うまくできるような仕組みが取り入れられないか。

・超高齢社会における廃棄物処理については、本市の廃棄物を取り巻く課題として
認識している。
・ごみ出しに係る支援については、えがおでサポート事業、介護サポーターポイント制
度、多機能よろず茶屋事業などで行われているが、現状を踏まえ、市資源物及び廃
棄物（ごみ）処理基本計画（後期版　令和6～10年度）においても新たな取組を検
討していく。
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③その他（反映が困難であったもの、原案以外の修正）

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1 政策
・政策の主体は人のため、「環境にやさしいまちをつくる」という表現はおかしいのではない
か。

・本市では豊かな環境を次世代に引き継いでいくため、環境に配慮したまちづくり、
ひとづくりを目指している。
・環境に配慮した行動・施策について「環境にやさしい」という表現を用いている。

2
参考資料3
現状データ集（P.54）

・参考資料３．現状データ集の５4ページ右側の棒グラフの見出し「公害の種類別発生件数」
ではなく「公害苦情の件数」などに変更すべき。

参考資料３．現状データ集（P.5４）のうち、
・説明文内「公害の発生件数」を「公害苦情の件数」に変更
・右側の棒グラフの見出し「公害の種類別発生件数の推移（年度）」を「公害苦情
の種類別発生件数（年度）」に変更

3
参考資料3
現状データ集（P.55）

・参考資料３．現状データ集の５５ページ見出しの「気温変動」を気候変動や地球温暖化と
いった見出しに変えるべき。

・参考資料３．現状データ集（P.55）の見出し「気温変動、温室効果ガス」を「地球
温暖化」に変更
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第２部会　第２回資料

総合計画原案に対する意見と対応案 政策９　安全安心に関する政策

①原案に反映

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1⃣ 政策
・政策９「事件事故、火災に強い安全安心なまちをつくる」について、「安全で安心できるまち
をつくる」としないと意味が通じないのではないか。

政策9の目標中「安全安心なまちをつくる」を「安全で安心できるまちをつくる」に文
言を修正。

2⃣ 政策 ・個々の事項について、安心と安全の違いを吟味して記載してほしい。

政策の具体的内容中、
・「安全・安心な消費生活を送ることができるよう」を「安全で安心できる消費生活
を送れるよう」に修正
・「～、安全で安心な地域づくりを進めます。」を「～、事故のない安全なまちづくりを
進めます。」に修正

3⃣ 現状
・現状に記載の「犯罪発生件数」というのは刑法犯の犯罪件数など定義があると考えられる
ため、用語の確認をしてほしい。

・現状の「犯罪発生件数」を「刑法犯認知件数」に修正

②その他（質問の回答、他の部会で検討するもの）

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1
参考資料3
現状データ集（P.61）

・参考資料３．現状データ集の61ページ記載の福井県の「刑法犯認知件数」について、福井
市の件数についても増加傾向か確認してほしい。

・犯罪については、福井県警が把握し、公表している。
・福井市内の数値として公表されているのは、刑法犯認知件数の全体数のみであ
り、近年増加傾向である。

2
・防災の方も含めて、自衛消防隊や交通安全協会など市民組織との連携をキーワードとして
入れてほしい。

・自衛消防隊に関することは、第1部会の政策4「防災・減災に関する政策」におけ
る、施策③「地域コミュニティ等を活用し防災力を高める」の中で検討。
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